
 

 

 

 

YES×２！ 
例えば、利用者さんは何が出来ているか知ることで、その強
みを活かし、他の要素に良い影響を与えることも出来ます。
例えば、体力がある、コミュニケーションが取れることで、
人と関わる仕事が出来るかもしれません。 
 

そこが課題なんです。 
ICF は概念的枠組みこそ、素晴らしいのですが、WHO（世
界保健機構）も、ICF を日常的に使用することは実用的でな
いとして、新たに WHODAS2.0（フーダス）を開発しまし
た。 

障がい福祉サービスに欠かせないアセスメント 

共通言語になりうる ICF と WHODAS2.0 

https://hiroshi-yamane.net/base/ICF.html 

ICF（国際生活機能分類） 

YES！ 
例えば、環境因子で制度として生活介護事業所の活用をする
ことで、参加では事業所内の取り組みで様々な社会とつなが
る、コミュニケーションなど活動の幅が広がる、心身機能の
向上につながる、といった感じですね。 

参考文献：WHO 2002「ICF：国際生活機能分類」 
     日本レジリエンス医学研究所 2015 
「健康および障害評価 WHO 障害評価面接基準マニュアル」 

ICF の ア セ ス メ ン ト 
個人の生活機能や障がい及び健康について把握できる。 
生活機能は、『心身機能・身体構造』と『活動』と『参加』
の 3 要素により包括されている。また生活機能の外的影響
としての『環境因子』、内的因子の『個人因子』の 2 要素が
あり、いずれかの要素に介入すると、複数の要素を変化さ
せる可能性がある。 
 

上の文章は、つまり良い影響は様々な
生活機能を良くしてくれる。というこ
とでしょうか。 

これは、利用者さんの関心や強みも活
かせますね！ 

支援員さんはそのよい影響が何かを気
づき、その環境づくりが仕事ですね！
でもこれって、 
どのように使われているんですか。 

★用語の説明★ 
アセスメント⇒その人のことを知る作業です。 
I C F ⇒その人の健康状態を確認するツール 
WHODAS2.0⇒ICF の活動と参加の要素で、使いやすくしたアセスメント  

WHODAS2.0 

WHODAS2.0 のアセスメント 
WHO が開発した障がい評価シート。ICF の活動と参加の構成要素から 6 つの領域で構
成されている。健康と障がいについて文化的影響を除いて測定する標準ツールとされて
いる。福祉サービスを展開するうえで標準的なツールになる可能性がある。 

WHODAS2.0 は、36 項目と 12 項目版などにも分かれており、簡易的で使
用しやすくなっています。 
統一された指標があると、ICF で言われていた共通言語がさらに進むこと
が期待されています。また障がいの見える化になるという見解もあります。 

良い指摘ですね。 
これは使う人によって、判断基準が異なってしまう可能性があり、
使用するには、それぞれの事業所に合ったマニュアル作りが必要
という先行研究もあります。 

マニュアルが整備されて、使えるよう
になると、個別支援計画やその他、色
んな支援の視点に使えそうですね！ 
それに支援の効果も見れますね！ 

項目数が少なくていいなら、
時間も関わらないですね。 
でも ICF のような課題はな
いのですか。 

筒井孝子 2014「WHO-DAS2.0 日本語版の開発とその臨床的妥当性の検討」 


